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　税の減免措置について戸令や賦役は次のように規定している。残疾（21 ～ 60 歳の男子の
－ 10 －
残疾者）は、調が健常者である正丁（21 ～ 60 歳の男子）の半分であり、徭役は全免である







































































































































享 3）年 38 歳で家重の側衆となり 3千石を受け、1751（宝暦元）年には大名となっている。
さらに、1754（宝暦 4）年には 1万 5千石で若年寄、翌々年には家重の側用人となり、武州
－ 14 －


















































































































































































（付記）本稿が掲載されたこの論集が発行される 2017 年 3 月末をもって、私は、14 年間勤めた四天王寺大
学を定年により退職することになった。前任校の花園大学の 6年間と合わせると、20 年間の専任教員、そ
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